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研究室紹介

東京工科大学応用生物学部化粧品コース光老化研究室

正 木 　 仁

1.　東京工科大学化粧品コースの全体像

東京工科大学では，通常の大学の組織とは異なり学部
の下には学科は存在しません。応用生物学部は四つの
コースで構成されており，その中の一つに化粧品コース
が存在します。光老化研究室は，化粧品コースに所属す
る研究室で，2011年 4月 1日に私が東京工科大学へ赴
任したときに発足した研究室です。今年，5年目の駆け
出し研究室です。私が赴任当時は，光老化研究室を含め
て 5つの研究室が化粧品コースにありましたが，現在で
は 1つ，研究室が増え，6研究室でコースが運営されて
います。

2.　研究室名の由来

研究室名ですが，赴任前に私が知人と会食中に，すぐ
に研究室名を決めて欲しいとの電話連絡が大学から入
り，その場で決定した名称です。これまでの私の研究の
嗜好性から名称には活性酸素関連の語句を絡めた研究室
名を付けたかったのですが，既存研究室名との関連から
“光老化研究室”と名付けました。光は強力な活性酸素
生成のイニシエーターであり，活性酸素は皮膚のトラブ
ルを誘導し老化を進行させるという理屈をこねた結果の
産物です。

3.　研究室のスタート

大学に赴任したとき，研究室として一つの部屋が大学
より与えられました。研究室内には間仕切りされた教授
室があり，教室内にはデスクとキャビネットおよび打ち
合わせ用テーブルとイスといった什器はありましたが，
研究室内は実験台も何もない状態からのスタートでし
た。私自身，会社時代に 3度ほど研究室の立ち上げを経
験しておりましたが，その当時は多くの仲間がおり心強
いものでした。しかしながら，今回は一人での立ち上げ
で，なかなかハードな状況からのスタートでした。細胞
培養室をどこに設置するかをまず考え，培養室を中心に
実験台と学生の居室の配置を決めていきました。
はじめに，実験台と学生のデスクの配置に合わせて電
源を引っ張る作業からスタートしました。床は化学実験
用の研究室仕様ではなく OAフロアーなので床のビニー

ルタイルを剥がし，床パネルを剥がして床に這っている
電源を所定の位置に立ち上げる作業を汗だくになりなが
ら一人で行ったことを懐かしく思い出します。さて，次
は実験台の設置です。いらなくなった実験台が地下の倉
庫に保管されていることを教えてもらい，その実験台を
研究室へ運びました。さすがにこれは一人では無理なの
で前職の会社の人たちに手伝ってもらい設置しました。
実験機器は，いろいろな会社から古くなった機器をい
ただくことができ何とか実験室の体裁を整えることがで
きました。特に，私の恩師である桜井　弘先生からは
ESR （電子スピン共鳴）装置や微弱発光モニター装置
（Nightowl）を頂戴し，研究室へ移管いただいたことに
深く感謝しています。

4.　研究室のあるべき姿

研究室のあるべき姿ですが，「外へ開かれた研究室」
であれと考えています。「外へ開かれた研究室」とは，
どのような研究室を意味するのかということですが，皮
膚について研究したい企業の研究者や学生が自由に研究
できる研究室ということを意味しています。私は，この
研究室を研究はしたいが設備がないという研究者たちが
自由に研究できるオープンラボにしていきたいと思って
います。
ありがたいことに，発足以来，私の研究室へは化粧品
メーカーや化粧品原料メーカーの研究員の方たちが多く
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Fig. 1.　研究室集合写真．

トピック


